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集

制

編

印

、ーパ
町
は
六
十
年
度
単
独
事
業
と
し
て
、
南
中

グ
ラ
ン
ド
改
良
工
事
を
は
じ
め
小
中
学
校
施

設
補
修
工
事
費
と
し
て
こ
、
六

O
O万
円
を

予
算
化
し
、
こ
の
夏
休
み
中
に
種
々
の
工
事

を
笑
施
し
ま
し
た
。

南
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
、
土
質
等
の
関

係
で
排
水
が
悪
く
雨
が
降
る
と
池
の
様
に
な

り
、
乾
く
と
土
ぼ
こ
り
が
舞
上
る
た
め
学
校

で
は
長
い
間
悩
ま
さ
れ
授
業
に
不
便
を
き
た

し
て
い
ま
し
た
。

南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
改
良
工
事
は
、
去
る

七
月
十
六
日
町
内
指
名
十
五
業
者
に
よ
る
現

場
説
明
会
を
聞
き
、
同
二
十
日
入
札
会
を
行

い
っ
工
事
概
要
」
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
グ
ラ
ン
ド
全
体
の
土
を
全
面

入
れ
換
え
を
し
て
、
排
水
と
湿
気
を
保
つ
た

め
、
砕
石
、
荒
砂
、
良
質
土
、
部
川
仲
等
を
厚

さ
約
一
一
六

0
ミ
リ
に
敷
き
詰
め
、
透
水
管
等

約
六
百
本
を
布
設
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
グ
ラ
ン
ド
に
は
大
型
土
木
機
械
数
台
が
運

び
込
ま
れ
、
炎
天
下
の
猛
烈
な
土
ぼ
こ
り
の

中
連
日
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
工
事
の
概
要
〕

名
称
大
洗
町
立
南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

改
良
工
事
(
附
、
パ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
新
設
、
鉄
棒
・
砂
場
新
設
等
)

面
積
一
一
ニ
九
、

0
0
一
平
方
米

総
工
事
費
一
、
八

O
O万
円

工
事
期
間

ω
・
7
・
n
1
8
・白

設
計
管
理
制
桜
設
計
事
務
所

工
事
施
工
鮒
雲
井
工
務
底

〔
附
帯
工
事
〕

名
称
南
中
学
校
防
球
ネ
ッ
ト
工
事

規
模
延
長
八
十
米
、
高
き
八
米

工
事
費
一
一
一
一
一
九
万
円

工
事
期
間

ω
・
7
・
m
l
8
・
m

工
事
施
工
大
川
設
備

曜轟

一
中
体
育
館
は
、
昭
和
二
一
十
九
年
に
建
て

ら
れ
た
町
内
で
は
一
番
最
初
の
体
育
館
で

す
。
し
か
し
二
十
年
以
上
の
使
用
と
、
天
井

が
若
干
低
い
た
め
球
技
の
際
に
ボ
ー
ル
が
当

り
穴
が
空
き
見
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
今
回
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
と
お
り
夏

休
み
中
に
天
井
を
修
す
こ
と
と
な
り
、
大
洗

町
建
設
工
業
会
(
代
表
庄
司
治
一
一
一
郎
氏
、

会
員
四
十
名
)
に
第
一
冒
中
学
校
体
育
館
天
井

補
修
工
事
を
依
頼
し
ま
し
た
。

O
天
井
面
積
七
回

O
平
方
米

o
工
事
費
一
一
、
三
六
五
千
円

(
塗
装
工
事
含
む
)

こ
の
工
事
は
、
同
工
業
会
の
皆
さ
ん
が
奉

仕
的
に
作
業
に
当
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
事

で
す
す
め
ら
れ
、
広
い
館
内
に
高
い
足
場
を

組
み
、
屋
根
、
つ
ら
の
も
の
す
ご
い
熱
気
の
中

仕
事
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

※
本
建
設
工
業
会
及
び
管
工
事
組
合
(
代

表
堀
川
豊
氏
)
で
は
、
毎
年
小
中
学
校

幼
稚
園
の
小
破
修
繕
と
か
水
道
修
理
等
の

泰
仕
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、

全
習
で
約
一
億
ニ
千
苔
万
人
、
約

一
一
一
千
八
百
万
世
帯
が
対
象
と
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

間
関
勢
調
査
に
ご
協
力
者

!
時

1
盟
組
曲
町
内
縄

l

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の
た
め

に
、
冨
勢
調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら

皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ

の
際
に
調
査
察
と
と
も
に
記
入
方
法

な
ど
を
示
し
た
「
国
勢
調
査
に
つ

い
て
の
お
願
い
」
を
一
緒
に
お
配

り
し
ま
す
。

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
統
計
を
作
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し

る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
決
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
変
異
ま
た
、
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
疑

を
は
じ
め
調
査
関
係
者
は
、
統
計
法
問
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
調
査
察
の
内
調
査
員
又
は
役
場
企
画
室
に
お
た

容
を
他
に
洩
ら
し
た
り
す
る
こ
と
を
ず
ね
下
き
い
。

国
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
っ
ぞ
、

T
E
L
制

5
1
1
1
内
線
別
番

五
年
ご
と
数
字
で
見
藍
す
国
や
ま
ち

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
我
が
国
全

体
の
人
口
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
ほ

か
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
ご
と
の

人
口
、
あ
る
い
は
男
女
別
、
年
齢
別
、

産
業
別
な
ど
の
人
口
構
成
も
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
行
す
る
我
が
国
の
高
齢
化
社
会

の
笑
態
、
母
子
世
帯
、
金
問
の
人
口

及
び
世
帯
の
状
況
の
把
握
な
ど
に

も
重
点
が
雷
一
か
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

現
在
我
が
国
が
抱
え
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
的
確
に
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

調
査
の
結
果
は
、
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。



第165号 (2)

善
意
の
寄
開

あ
り
が
と
F

つ
ご
ざ
い
$
守

町
枝
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
的
年
3
月
以
降
次
の
寄
附
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
善
意
と
ま

ご
こ
ろ
」
は
そ
の
趣
旨
を
生
か
し
、
老

人
福
祉
、
身
体
障
害
者
福
祉
、
母
子
福

祉
等
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
と
向
上

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
町
で
は
「
豊
か
で
住
み
良
い

文
化
社
会
」
を
築
く
た
め
、
町
政
推
進

の
目
擦
の
一
つ
と
し
て
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
善

意
銀
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
諸
活
動

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
金
二
千
五
百
円
也

匿

名

殿

一
、
金
九
万
七
千
八
百
五
十
一
一
一
円
也

〈
大洗海岸で

観光地美化大舎を行設う

クリーンキャンペーン

t'l 

去
る
8
月
7
日
制
、
海
水
浴
を
楽
し

む
人
々
で
娠
、
7
大
洗
海
岸
で
、
観
光
地

美
化
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茨
城
県
観
光
地
美
化
運
動

の
一
環
と
し
て
、
「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運

動
」
を
通
し
て
美
し
い
観
光
地
づ
く
り

を
、
と
茨
城
県
、
大
洗
町
、
日
本
・
中

央
日
本
・
田
町
・
町
の
各
観
光
協
会
が
主

催
し
、
町
内
の
各
種
団
体
約
別
名
の
参

加
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

定
刻
午
前
日
時
、
竹
内
町
長
・
小
林

県
観
光
物
産
課
長
等
の
挨
拶
の
あ
と
、

手
分
け
を
し
参
加
者
全
員
に
よ
り
海
岸

らあおお昭和60年 9月1日

清
掃
が
正
午
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
を
美
し
く
」
と
染
め
抜
か
れ
た

タ
ス
キ
を
か
け
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ

i

ル
は
海
水
浴
客
に
ゴ
ミ
袋
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
り
歩
き
、
広
報

車
は
路
上
を
走
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
」
を
呼
び
か
け
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
可
燃
物
・
不
燃

物
の
ニ
つ
の
袋
を
手
に
清
掃
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会

代

表

石

井

き

み

殿

一
、
金
一
万
円
也

大
洗
町
叫
磯
浜
町
八
一
八
八
番
地

海
老
原
正
男
殿

一
、
金
一
万
円
也

十
期
会

代
表
松
岡
単
一
不
殿

一
、
金
二
万
六
千
四
否
十
八
円
也

水
一
戸
市
住
吉
町
一
五

O
の一二

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代

表

取

締

役

赤

木

昭

殿

⑩ 

易
体
瞳
書
蓄
の

撞

祉

障
害
福
祉
年
金
(
無
拠
出
制
)

対
象
者
・
昭
和
初
年
4
月
1
日
前
又

は
却
歳
に
な
る
前
か
ら
樟
害
が
あ

り
、
あ
る
い
は
明
治
組
年
4
月

1

臼
以
前
に
生
ま
れ
、
何
歳
に
な
る

前
か
ら
の
障
害
が
あ
り
、
国
民
年

金
(
障
害
)
の
一
級
・
二
級
に
該

当
す
る
方

支
給
制
限
・
樟
窓
口
者
本
人
と
扶
養
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
所
得
制
限
が

あ
り
、
一
定
線
度
額
以
上
の
所
得

の
あ
る
方
は
支
給
停
止
と
な
り
ま

す。
年
金
額
・
一
級
司
額
三
九
、
八

O
O円

ニ
級
月
額
二
六
、
五

O
O円

四
ヵ
月
分
ま
と
め
て
四
・
八
・
一

月
に
支
払
い
ま
す
。

窓
口
・
役
場
住
民
課

属
探
出
品
職
員
表
彰

茨
城
沼
市
町
村
会
長
表
彰
(
叩
刊
一
湖
畔
付
)

O
特
別
表
彰
(
お
年
以
上
)

水

道

課

長

川

崎

義

男

o
一
般
表
彰
(
却
年
以
上
)

出

納

室

長

鈴

木

博

之

農

政

係

長

郡

司

治

労

商
工
観
光
係
長
吉
川
広
男

保

健

衛

生

係

長

桜

井

努

環
境
保
全
係
長
高
橋
正
彦

主

事

照

沼

千

恵

子

H

今

関

悦

子

田
口
二
三
子

庄

可

幸

代

イ呆

母

一
、
金
二
万
円
也

土
浦
市
東
中
貫

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
グ
ル
ー
プ
殿

一
、
金
二
万
一
千
百
五
十
円
也

水
戸
市
住
吉
町
一
五

O
の
三

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代

表

取

締

役

赤

木

昭

殿

一
、
金
四
万
九
千
五
百
五
十
円
也

全
日
本
セ
ー
フ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

茨
城
県
会
長
小
林
隆
雄
殿

福
祉
手
当

対
象
者
・
在
宅
の
最
重
度
障
害
者
で
、

日
常
生
活
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
方
。
た
だ
し
、
障
害
年
金
等
定

め
ら
れ
た
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

収
容
施
設
に
入
所
中
の
方
は
除
外
さ

れ
ま
す
。

①
身
体
揮
害
者
手
帳
一
級
及
び
二

級
の
一
部
の
方

②
精
神
薄
弱
(
お
お
む
ね
知
能
指

数
加
以
下
)
の
方

③
精
神
障
害
、
血
液
障
害
、
肝
臓

障
害
、
震
復
障
害
、
そ
の
他
の
疾

患
で
前
記
と
同
等
の
障
害
を
有
す

る
方

支
給
制
限
・
障
害
者
本
人
と
扶
養
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
所
得
制
限
が
あ
り
、

一
定
限
度
額
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額
・
月
額
一
一
、
ニ
五

O
円

四
ヵ
月
分
ま
と
め
て
四
・
八
・
十
二

月
に
支
払
い
ま
す
。

窓
口
・
役
場
厚
生
課

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

市
街
化
区
域
及
び

市
街
化
調
整
区
域

並
び
に
用
途
地
域
の

変
更
に
つ
い
て

町
で
は
県
と
共
に
水
一
円
勝
田
都
市
計

画
区
域
と
し
て
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
並
び
に
用
途
地
域
の
見
夜

し
作
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

昭
和

ω年
8
月
1
日
付
茨
城
県
告
示
第

山
号
及
ぴ
第
悼
す
で
告
示
さ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
次
の
3
ヶ

所
(
合
計
約
叫
出
)
が
新
た
に
市
街
化
区

域
と
な
り
ま
し
た
。

①
見
付
久
保
地
区
(
用
途
地
域
)

第
2
種
住
居
専
用
地
域

②
掘
割
地
区
(
用
途
地
域
)
住
居

地
域

③
大
洗
港
(
用
途
地
域
)
住
居
地

域
、
近
隣
商
業
地
域
、
準
工
業

地
域

な
お
、
関
係
図
書
の
縦
覧
を
役
場
都

市
計
間
諜
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

加
歳
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者

①
療
育
手
帳
の
判
定
が
「
A
」、

「
B
」
程
度
の
精
神
薄
弱
(
重
復
障

害
を
含
む
)
又
は
間
程
度
の
精
神

障
害
が
あ
る
方

②
身
体
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害

者
手
帳
の
お
お
む
ね
一
級
i
一二級

程
度
の
方
(
内
科
的
疾
患
を
含
む
)

支
給
制
限
・
次
の
場
合
に
は
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
障
害
児
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
期
間

②
一
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合

支
給
額
・
月
額
一
二
、

0
0
0円

窓
口
・
役
場
厚
生
課

心
身
障
中
一
一
問
者
扶
養
共
済
制
度

対
象
者
・
心
身
障
害
者
(
児
)
の
保
護

者
で
、
つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
加
入
者
(
保
護
者
)
の
年
齢
は
、

話
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

②
加
入
者
は
、
特
に
疾
患
や
障
窓
口

が
な
く
健
康
な
状
態
に
あ
る
こ
と

内
容
・
加
入
者
が
死
亡
又
は
震
度

の
障
害
状
態
に
な
っ
た
場
A
宍

障

害
者
(
児
)
に
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
(
所
得
に
よ
り
掛
金
が
減

額
又
は
免
除
に
な
り
ま
す
)

掛
金
月
額
・
①
基
本
掛
金
は
一
、

O

0
0円
l
六
、
八

O
O円

②
加
算
掛
金
(
特
約
・
日
数
追

加
)
は
一
、
四

O
O円
j
六
、
八

0
0円

給
付
金
・
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合

に
毎
月
二

O
、
0
0
0円
(
特
約
・

口
数
追
加
の
場
合
は
四

O
、
0
0

0
円
)

窓
口
・
役
場
厚
生
課

昼時P珂湊

コルフ場

自
国
岡
田
第
2
穫
住
居
専
用
地
域

自
国
自
国
近
隣
商
業
地
域

日目

前
年
度
の
保
険
税
が
決
り
ま
し
た

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

盟
加
体
だ
よ
り

昭
和
田
年
度
の
大
洗
町
田
民
健
康
保

険
事
業
の
経
費
は
、
十
一
億
八
千
七
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
M
%

は
医
療
費
な
ど
の
給
付
費
で
、
十
一
億

一
千
三
百
万
円
と
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
額
を
一
門
口
当
り
に
な

お
し
て
み
ま
す
と
三
百
五
万
円
が
毎
日

国
保
会
計
の
金
康
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
処
国
保
の
医
療

費
が
急
に
ふ
え
は
じ
め
回
年
度
五
月
分

医
療
費
と
、
印
年
五
月
分
医
療
費
の
前

年
同
月
比
で
一

0
・
二
%
も
ふ
え
て
き
ま

し
た
。
更
に
高
額
療
養
費
の
支
給
制
度

が
、
大
巾
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

目
年
度
よ
り
三
三
%
も
ふ
え
て
き
た
こ

と
、
国
の
行
政
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助

金
削
減
等
に
よ
り
、
国
保
財
政
は
今
ま

で
に
な
い
ピ
ン
チ
の
状
態
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
病
院

や
医
院
へ
支
払
が
出
来
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
不
本
意
な
が
ら
税
を
引
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
印
年

度
の
当
初
見
込
は
保
険
税
を
三
一
二
・
八

%
引
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
み
な
さ
ん
の
税
負
担
を
出
来
得

JJIj 表

cX 工E 前 手足 E手

(1)所得苦手l 100分の300

(2)資 産 害1] 100分の130

(3)均被保険者 被保倹者l人について

等割 13，800円

(4)世平 帯別 11世帯について

等 部 16，800円

母密

JJIJ 王提

改 正 後 税 率

(1)所得割 100分の310

(2)資 産 害j 100分の130

(3)均被保険者 被保険者 l人について

等 書1] 17，760円

(4)世平 帯 別
1世帯について

等割j 21，840円

る
限
り
緩
和
す
る
た
め
一
般
会
計
よ

り
の
補
助
金
三
千
万
円
と
国
保
基
金

積
立
金
よ
り
ニ
千
万
円
、
合
計
五
千

万
円
を
繰
入
れ
平
均
二
一
一
・
七
%
の

引
上
げ
に
止
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
二
一
丁
七
%
の
保
険
税
引
上
げ

で
は
依
然
と
し
て
み
な
さ
ん
の
負
担

が
高
く
、
何
ん
と
か
保
険
税
の
引
上

げ
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
よ
う
努

力
し
、
引
上
げ
率
を
二
ハ
・
九
九
%

に
止
め
平
均
で
一
世
帯
当
り
一
五
七
、

六
一
二
三
円
一
人
当
り
五
一
、
一
回
二
円

に
お
さ
え
ま
し
た
。
課
税
最
高
限
度

額
は
回
年
度
に
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
す
で
に
三
五
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
日
年
度
は
諸
般
の
状
況

を
考
慮
し
負
担
の
急
増
を
避
け
る
た

め
日
年
度
に
限
り
一
一
二
万
円
と
し
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ふ
え
る
医

療
費
等
に
対
処
す
る
た
め
法
定
の
三

五
万
円
に
引
上
げ
保
険
税
率
を
別
表

の
と
お
り
改
正
い
た
し
ま
し
た
。
何

か
と
諸
物
倒
値
上
り
の
折
大
変
心
苦

し
い
次
第
で
す
が
、
こ
の
国
保
財
政

の
苦
し
い
事
情
を
何
卒
ご
理
解
下
さ

い
ま
し
て
納
税
方
よ
ろ
し
く
ご
協
力

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
険
税
の
納
入
が
遅
れ
た
り
、
滞

納
に
な
り
ま
す
と
、
お
医
者
さ
ん
か

ら
請
求
さ
れ
た
医
療
費
の
支
払
が
で

き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
国
保
財
政

が
苦
し
く
な
り
、
み
な
さ
ん
の
健
康

を
守
る
こ
と
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

も
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納
め
る
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
納
め
て
安
心

わ
が
家
の
健
康
」

国保期政。t?""
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母と子の料理教室去
る
8
月
9
日
樹
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
母
と
子
の
料
理
教
室
が
中
央
公
民

館
調
理
実
習
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
供
達
が
母
親
と
一
諸
に

料
潔
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
生
活
の
大
切
さ
や
そ
の
あ
り
方
な
ど

を
学
ぶ
た
め
、
食
生
活
改
善
推
進
員

(
健
康
お
ば
さ
ん
)
の
協
力
を
得
て
、

町
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
定
刻
の
午
前
9
時
泊
分
に

か
っ
ぽ
う
潜
姿
も
可
愛
い
小
学
生
を
中

心
と
し
た
子
供
達
が
お
母
さ
ん
と
と
も

に
実
習
室
に
集
ま
り
、
先
ず
、
栄
養
師

の
野
口
先
生
か
ら
料
理
に
取
組
む
心
構

え
や
包
了
の
取
扱
い
方
、
今
日
の
メ
ニ

ュ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
真
け
ん
な
白

(3)第165号

差
し
で
開
き
、
早
速
調
理
に
入
り
ま
し

た。
な
れ
な
い
手
つ
き
で
包
了
を
援
っ
た

小
さ
な
子
供
達
は
お
母
さ
ん
や
健
康
お

ば
さ
ん
に
手
を
取
っ
て
お
そ
わ
り
な
が

ら
、
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
・
マ
セ
ド

ア
ン
サ
ラ
ダ
・
ウ
ズ
ラ
卵
の
ス

l
プ
づ

く
り
に
挑
戦
、
お
向
性
万
時
間
ま
で
に
は

お
い
し
そ
う
な
料
理
が
食
卓
に
き
れ
い

に
並
ぴ
お
わ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
食
べ

る
だ
け
、
一
仕
事
を
お
え
お
な
か
を
す

か
し
た
子
供
達
は
待
ち
か
ね
た
よ
っ
に
、

喜
々
と
し
て
自
分
の
作
っ
た
料
理
に
舌

づ
っ
み
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
の
一
日
、
き
っ
と
楽
し
い
思

い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

フ
E
U
l開
問
題
毘
怠

苫
小
牧
と
ス
。
ホ
ー
ツ
ム
父
掩

大
洗
時
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

去
る
8
同
月
日
日
雨
、
磯
浜
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
苫
小
牧
市
沼
の
端
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
当
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の

間
で
、
親
善
野
球
試
合
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
苫
小
牧
市
と
大
洗
町
が
フ
ェ

リ
ー
の
就
航
に
よ
り
結
ぼ
れ
た
の
を
記

念
し
て
、
両
市
町
の
ス
ポ

i
ツ
少
年
団

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
供
達
の
友

好
を
深
め
よ
う
と
、
実
施
し
た
も
の
で

す。
8
月
日
日
附
午
後
1
時
却
分
、
大
洗

文
化
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
た
一
行
約
的

名
は
、
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
で
大
洗
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
間
(
倉
田
実
団
長
)
の
団

員
と
そ
の
父
兄
違
約
誌
名
に
よ
り
援
大

な
歓
迎
を
受
け
、
直
ち
に
役
場
に
向
い

竹
内
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
、
両
ス
ポ
少
の
子
ど
も
達
は
一

諸
に
大
洗
水
族
館
と
海
洋
博
物
館
を
楽

し
く
見
学
し
ま
し
た
。

翌
日
、
鉾
田
の
ヤ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
間
を
招
待
し
、

3
チ
l
ム
総
当
り
に

よ
る
歓
迎
親
善
野
球
が
行
な
わ
れ
、
一

試
合
毎
に
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
苫
小
牧
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
で

は
大
洗
町
を
訪
問
す
る
に
当
り
、
大
洗

を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

仕
事
後
に
一
杯
、
も
必
要
で
す
が

低
血
圧
、
高
血
圧
に
影
響
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
楽
し
ん

で
下
さ
い
。

鍵
藤
相
談
盤

⑨ 

一戸
H
M
3
ー
ん
と

血

旺

婦
人
一
盟
年
期

療
法
は
あ
り
ま
す
が
、
、
な
か
な
か
思

わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
、
年
の
こ
と
は
忘
れ
、

気
分
を
若
く
持
っ
て
、
お
し
ゃ
れ
を

し
て
、
人
生
を
楽
し
む
様
心
掛
け
る

こ
と
が
案
外
効
果
的
で
す
。

(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
親
善
試
合
選
考
大

会
を
開
催
し
、
お
チ
l
ム
の
中
か
ら
激

戦
を
勝
ち
抜
い
た
活
の
端
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
代
表
と
し
て
派
遣
し
た
だ
け
に

そ
の
実
力
は
相
当
な
も
の
で
、
大
洗
チ

!
ム
は
善
戦
し
ま
し
た
が
惜
く
も
敗
れ

ま
し
た
。

試
合
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で

子
ど
も
達
と
父
兄
の
交
換
会
が
あ
り
、

毎
年
交
流
親
善
大
会
を
続
け
て
い
き
た

い
、
来
年
は
是
非
苫
小
牧
市
を
訪
問
し

て
下
さ
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
来
年
の

再
会
を
軒
言
い
合
っ
て
日
臼
夜
、
一
一
行
は

き
っ
ぽ
ろ
丸
で
苫
小
牧
へ
帰
っ
て
い
か

れ
ま
し
た
。

第8田骨子連球技大会

夏真最中グ

ソフトポ-)1;
ミニニバスケットに熱戦震関

夏
の
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
た
去

る
8
月
4
日
側
、
磯
小
グ
ラ
ン
ド
と
体

育
館
で
は
大
洗
町
子
ど
も
会
の
球
技
大

会
が
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た

こ
の
大
会
は
地
域
の
子
ど
も
会
が
ス

ポ
ー
ツ
を
返
し
て
親
睦
と
交
流
を
深

め
、
子
ど
も
会
活
動
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
自
的
に
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
大

洗
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
(
鈴
木
久

雄
会
長
)
が
主
催
し
て
行
な
っ
た
も
の

で
す
。
開
会
に
あ
た
り
竹
内
町
長
の
激

励
の
挨
拶
が
あ
り
、
早
速
、
各
地
区
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
代
表
選
手
達
に
よ
る

競
技
に
移
り
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
蒸
す
よ
う
な
暑
さ
の
中

で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分
に
発

第
羽
田
包
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
た

去
る
8
月
日
日
、
強
い
臼
差
し
と
セ
ミ

の
声
に
包
ま
れ
た
東
光
台
慰
霊
塔
の
前

で
は
、
今
年
も
遺
族
会
(
高
木
一
郎
会

長
)
と
英
霊
に
こ
た
え
る
会
大
洗
支
部

(
竹
内
宏
会
長
)
の
皆
さ
ん
約
却
名
に

よ
り
戦
没
者
追
悼
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
日
時
却
分
、
竹
内
町
長
・
菅

原
議
長
等
の
挨
拶
の
あ
と
獄
花
・
焼
香

と
続
き
、
正
午
を
期
し
て
参
会
者
会
員

で
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
、
大
洗
町

戦
没
者
七
七
八
柱
の
み
霊
の
御
室
(
福
を

お
祈
り
し
ま
し
た
。

機
し
、
一
試
合
毎
に
文
字
ど
お
り
の
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
は
、
大
勢

の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
逢
で
賑
わ
い
、

子
ど
も
遠
の
プ
レ
!
に
熱
い
声
援
を
お

く
っ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

祝

釘

チ

l
ム

準
優
勝
大
賞
B
チ
!
ム
(
明
細
一
知
同
)

三

位

磯

浜

B
チ
i
ム
(
永
町
)

月

夏

海

チ

i
ム

O
ミ
一
一
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

優

勝

夏

海

チ

l
ム

準
優
勝
祝
町
チ
l
ム

三

位

磯

浜

A
チ
i
ム
(
新
型

月

大

賞

B
チ
l
ム
(
捕
・
中
師
)

追
悼
式
終
了
後
も
線
香
の
煙
た
だ
よ

う
慰
霊
塔
の
前
で
は
、
心
あ
る
道
行
く

人
々
の
参
拝
も
あ
り
、
そ
の
額
づ
く
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

。闇民年金ガ、関民共通の基礎年金j之o

oすべての嬬人iこ年金権在。

。給紺と負担のバランスを闇る。

。そのitl3(障害年金の改善@物価スライドの改善@死亡一時金の増額)

議期鯖

@警護命髄野議事的公平

ア
ル
コ
ー
ル
は
脳
神
経
へ
の
作
用

と
共
に
、
末
端
の
宜
管
を
拡
張
す
る
婦
人
の
更
年
期
は
四
十
二
歳
か
ら

作
用
が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
顔
面
潮
五
十
五
歳
ま
で
で
い
ろ
い
ろ
な
症
状

紅
を
来
す
の
で
す
が
、
同
時
に
血
圧
が
起
り
ま
す
句
た
と
え
ば
、
肩
こ
り
・

も
下
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
頭
痛
・
頭
喬
一
丁
腰
痛
・
倦
怠
感
・
も

こ
の
様
に
急
性
の
血
圧
下
降
作
用
の
忘
れ
・
冷
え
症
・
気
分
不
安
定
・

と
は
逆
に
、
慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
欽
用
ゅ
う
う
つ
・
逆
上
感
・
動
停
・
下
腹

者
で
は
高
血
圧
を
来
す
者
が
多
く
、
痛
・
め
ま
い
等
で
す
。

脳
血
管
障
害
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
こ
れ
は
卵
巣
機
能
の
衰
、
え
に
よ
っ

て
い
ま
す
。
高
血
圧
者
で
は
短
期
間
て
起
り
ま
す
が
、
ホ
ル
モ
ン
充
足
だ

で

も

、

ア

ル

コ

ー

ル

の

飲

用

は

血

圧

け

で

は

癒

り

に

く

く

、

い

ろ

い

ろ

治

一
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町
営
墓
地
使
用
希
望
者
受
付
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

町
営
墓
地
拡
張
に
伴
う
使
用
希
望
者
を
左
記
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

戸
い

拡
張
墓
地
の
場
所
火
葬
場
脇
{
呂
田
地
内

拡
張
墓
地
区
画
数
回
区
画

受
付
期
間
昭
和

ω年
9
月
1
日
1
9
月
初
日

使
潟
希
望
者
町
内
居
住
者
に
限
る

提
出
書
類
申
請
書
1
通

住
民
票
抄
本
1
通

完
納
証
明
書
1
通

永
代
使
用
料
二
ニ
八
、

0
0
0向

申
請
書
提
出
先
役
場
衛
生
課
環
境
保
全
係
宛
(
保
健
セ
ン
タ
ー
内
)

T
E
L

側

1
0
1
0

茨
城
職
業
制
訓
練
短
期
大
学
校

学

生

募

集

グ

募
集
学
科
・
定
員
(
各
科
却
名
)

生
産
機
械
科
・
電
気
科
・
自
動
車
科
・
無
線
技
術
科
・
原
子
力
科

修
業
年
限

2
ヶ
年
(
男
女
共
学
)

時
募
資
格

O
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
昭
和
白
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方

O
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

所
管
・
設
置
労
働
省
・
一
履
用
促
進
事
業
団
設
置

願
書
受
付
昭
和
日
年
1
月
初
日
(
金
)
1
昭
和
日
年
1
月
白
日

試
験
日
昭
和
日
年
2
月
4
8
(
火
)

そ
の
他
入
学
金
無
、
奨
学
金
制
度
有

※
募
集
要
項
等
議
求
(
送
料
抑
円
郵
便
切
手
可
)

茨
城
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
学
生
課

一γ
却
水
戸
市
水
府
町
制

4

電
話

0
2
9
2
倒

6
6
0
6

大
灘
|
箱
縄
選

ェ
リ
i
m
職
麟
寵
議

札
幌
交
響
楽
団
来
町
決
ま
る
。

指

揮

岩

城

宏

之

ピ

ア

ノ

独

奏

伊

藤

恵

演
奏
樹
⑧
藤
関
正
典
「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
」

⑧
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
白
番
ハ
長
調
」

@
ブ
ラ
l
ム
ス
「
交
響
曲
第
2
番
ニ
長
調
」

日
時
昭
和
印
年
目
月
日
臼
(
火
)
午
後
6
時
叩
分
間
演

場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

l
ル

入
場
券
前
売
券
(
一
般
2
、
0
0
0
円
・
学
生
1
、4
0
0
円
)

当
臼
券
(
一
般
2
、
5
0
0
円
・
学
生
1
、
9
0
0
円
)

入
場
券
発
売
所

O
大
洗
町
教
育
委
員
会

O
一
二
容
レ
コ
ー
ド
庖

O

ニュ

l
ウ
ェ
ー
ブ
(
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
)

主
催
文
化
庁
・
県
教
育
委
員
会
・
大
洗
町
・
町
教
育
委
員
会

協
賛
大
洗
町
音
楽
協
会

問
い
合
せ
大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

湖

2
4
1
1

'
h
 

忘れていませんか?

一属鹿器包幾宙関領一
60年度の県民交通災害共済は 2月 1Bより加入受付を開始

し現在までに5，989人 (28.85%)加入しており、この内 8人の

方が毒事故で受傷し見舞金を請求 (4人に共済金支払済)されてお

ります。

この共済は、他の保険等と異なり、バイクや自転車等の転倒

によるケカも見舞金支払の対象となっております。

この共済はいつでも加入出来ます。まだ加入されていない方

はこの機会に是非加入しましょう。

@会費大人……....450円
(月割会費)

中学以下…… 230円

昭和61年 3月31日まで

別表のとおり

轡期間

⑧見舞金

大
洗
町
体
育
協
会
・
大
洗
町
教
育
委
員
会

大
洗
町
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

昭
和
的
年
刊
月
刊
日
(
木
)
雨
天
の
場
合
目
月
日
目
(
B
)

集
合
8
時
加
分
・
競
技
開
始
9
時

大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
他

男
子
ダ
ブ
ル
ス
(
硬
式
)
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
(
硬
式
)

大
洗
町
に
居
住
も
し
く
は
、
大
洗
町
に
勤
務
又
は
在
学
し
て
い

る
者

無
料
た
だ
し
、
試
合
球
2
偲
を
持
参
す
る
こ
と

(
ダ
ン
ロ
ッ
プ
フ
オ
ー
ト
賞
、
未
使
用
の
も
の
)

昭
和
印
年
9
月
刊
日
(
月

)jma(月
)

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
大
洗
町
教
育
委
員
会
へ
申
し

込
む
こ
と

(
T
E
L
伺

1
2
4
1
1
)

見舞金額

100万円

30万円

25万円

20万円

15万円

10万円

8万円

6万円

3万円

2万円

50万円

災害

死亡

治療実日数181日以上の障害

治療笑日数151日以上の障害

治療実日数121日以上の障害

治療実日数 91日以上の障害

治療実日数 61日以上の障害

治療実臼数 41日以上の障害

治療実日数 21日以上の障害

治療実日数 8日以上のi摩書

治療実日数 3日以上の障害

身体障害者 1級・ 2級該当

分区汲

一

一

言

引一

1
一2
一3一

4
一5一

6
一7
一8
一9
一
日
一
射

O
そ

の

他

①
試
合
は
8
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ

(

8

8
タ
イ
ブ
レ
イ
ク
)
と
す
る
。

②
審
判
は
1
・
2
回
戦
勝
者
、

3
回
戦
以
時
は
敗
者
が
行
っ
て
下
さ
い
。

③
ド
ロ

i
は
、
主
催
者
で
決
定
し
ま
す
。

④
日
月
刊
・
日
日
両
臼
と
も
雨
天
の
時
は
中
止
と
す
る
。

⑤
コ
ー
ト
保
護
の
た
め
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
必
ず
着
用
し
て
下
さ
い
。

ニ
ス
大
会
の

お

知

ら

時 管催

-9 J守分行事予定襲大洗文化セン

'*' 宅当「内事{雀開催場所名事イ緩開始時間開 催 日

コールさざなみ会員による練習会リハーサル室練習会スフコ10: 00-
9Jヲ8日(日)

9月20日樹

。
、
ま

O
主o

日
O
場

所

。

種

白

O
参
加
資
格

O
参

加

料

O
申
込
期
間

O
申
込
及
び

問
い
合
せ
先

大洗町が敬老者を祝う

敬老の日にちなみ敬老者70歳以上の1i
を招待して親子映碩会を催す

(一般・子供有料)

ホール準備

ホール
A 
ヱミ

親 子映溺会
fイルカと少年」
「子象の交通安全ノマトロール隊J

「 チ ビ 六 二 死 満 主 主J

老有I町洗大9 :00-

l音5
10:00-
2部
13: 00-

9月12日休)

9月13日幽

大洗軒における交通事故の発生状況/レホ9月15日(日)
(60.7月現在)

数i成増前年同期年本

7 (12) 5 (43) 12 (55) 発 生件数
ノレホ東茨城郡神社総代会総会9・00-9月18日(水)

o ( 1) o ( 0) o ( 1) 数者死自動車運転免許所有者で更新のための

講習会
大会 議 室運転免許証更新時講習会9 :00-9月25日*1

11 (26) 8 (55) 19 (81) 負傷者数

※( )内は累計を示す。

“毎月1自は主主通安全の白"“あ芯だガ築く突通安全"

第11回定期演奏会
ホールステージ

ホール
大洗高校定期演奏会9 :00-

9月28日仕)

9月29白(日)

10 10 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 日 9 月

体/)9 (大/)8 ω/ 5 同/3 (め/1 附/26 休/)25 (:l/ d24 (必/24 ω/ 21 (本/)19 (大/)17 
/ 

{土/)14 
/ / 

(:k)17 附11 日

破ジ百 機 機 手L 機 B応ツ 麻 反ツ 機 機 手L 破三百 機 機 機
事フ

議テ日 ムHKE 官E 能

E種C予C倹棄判2ぴへ技ルク1 
し J、、、a 古E ム目レ"ペ 傷アt日 古E ムHt包s 言E

風、、-子-対国曲咳~ 岱 翻 児 回 ん 花、ル @] @] 児 風一咳 @] 回 回

子干jR妾重方

復 f夏 f星
予

検?f亙 復 干予 復 f主 f主
業

司11 司11

{健
訓 接自主

司1 司11
健

4F方妾 司1 百11 言11

練 練 吉会 練 干重 査ン 練 練 壬ロ人ヨシ 干重 練 中東 i車 名

生
す者る主者障害 す者る答者F章

生生 する害障 ノ、¥ソ;ら
(生 生

す者る害者F章 す者る害者j箪
生生 主主

者する害者P章 する寄跨 す者る答者縁f主 後後 申後 後 後後 後

2月カ4 
6 2 者者 lクレ

込期j一歳
3 6 2 

2月カ4 
者者

対
で てい カカ (で カ て" で カカ で で で

機能 機HE 
月月

導門機能
ン ) ムノ¥ 月

機能 機能
汚月

機能 機能 ム機目弘E司
I I 反 カ ¥ I 

生 回 邸 7 3 
療法復@] 

I，t;、 月 4 思 復回
7 3 生

復練訓回

@] @] 
f是

f郡里| イ旦 カカ
査検 歳 f旦 カカ f査

復習Ii
f夏

象

4月力8 言11 月月 士宮11 ムノ、未 ヨ11 割| 月月 4月カ8 言Ii
線 練 。コロコ 来線 7が 歳 l前 線 i東 (!)(!) 五車 車車、

未 を を 者者 所を F主 未 (!) を を 者者
未:祷

を を を 名
満 必 必 )必 性 満 者 必 必 必 必 必
(!) 要 喜を 要 (!) (!) 望是 婆 者。〉 主要 要 要
者 と と と 者 者 と と と と と

1 9 9 1 1 1 1 1 9 9 1 1 9 9 9 
受

2 s寺 11時 11時 2 a寺 3自寺 2時 2時 2s寺 11s寺 lls寺 2 s寺 2s寺 11野寺 11待 11苦寺
時15待。。 時00時15時00時15持15時15時00時00時15時15時00H寺00H寺00 イ時す

15分 30分 30分 15分 00分 15分 15分 15分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 30分
間

分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

イ

ホ

ー

ム

と

税

金

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
と
う
と
す
る
と
、
資
金
計
画
や
設
計
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
山
山
て
き
ま
す
。
税
金
の
こ
と
も
気
に
か
か
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で

7

イ
ホ

i
ム
を
持
っ
た
場
合
に
か
か
る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
登
録
免
許
税
〉

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取
得
す
る
と
登
記
を
し
ま
す
が
、
こ
の
と
き

に
か
か
る
の
が
登
録
免
許
税
で
す
。
例
、
え
ば
、
新
築
し
た
建
物
の
所
有
権
保
存

登
記
の
税
率
は
、
そ
の
建
物
の
傾
額
(
原
町
一
と
し
て
、
市
町
村
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
の

0
・
六
%
)
で
す
。

な
お
、
住
宅
を
取
得
し
た
と
き
の
登
記
で
、
そ
の
登
記
が
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
き
は
、
税
率
が
軽
減
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

〈
不
動
産
取
得
税
〉

不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
に
か
か
る
の
が
不
動
産
取
得
税
(
都
道
府
県
税
)

で
す
。
住
宅
に
か
か
る
税
額
は
、
そ
の
住
宅
の
価
格
(
原
則
と
し
て
、
市
町
村

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
)
に
三
%
の
税
率
を
掛
け
た

金
額
で
す
。

〈
住
宅
取
得
控
除
〉

自
分
が
辰
往
す
る
た
め
の
住
宅
を
取
得
し
、
そ
の
住
宅
が
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
き
は
、
入
居
し
た
年
か
ら
一
一
一
年
間
、
住
宅
取
得
控
除
と
し
て
一
定

額
が
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
入
居
し
た
場
合
の
そ
の
控
徐
額
は

住
宅
ロ

i
ン
等
の
一
年
間
の
返
済
額
の
う
ち
三

O
万
円
を
超
え
る
部
分
の
一
八

%
(
最
高
一
五
万
円
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
婆
件
な
ど
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

マ


